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平成 12 年度⑥ 

介護労働者養成機関修了者の追跡調査に関する研究 
平成 12 年度報告書 

 

 本調査研究は、平成 11 年度を初年度とする３ヵ年計画であり、本年度は、平成 11 年度

調査回答者 1,256 名に追加調査者 520 名を加えた 1,776 名を対象にアンケート調査を実施

し、1,328 名から回答を得た。その結果、約６割が介護関係の仕事に従事している。介護

労働に従事する理由は「介護の仕事が好き」「人の役に立つ」などが多いこと等の知見を得

ることができた。 
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調査の対象及び内容 

(1) 「介護労働者養成機関等修了者の介護労働への就労状況調査」 

調査時期 ： 平成 12 年９月 

調査対象 ： 平成 11 年度調査回答者（1,256 名）に追加調査者 520 名を加えた 1,776 名 

回 収 数 ： 1,328 名（有効回収率：74.8％） 

調査内容 ： 養成研修修了後の介護職としての就労状況、離転職及び不就労の理由、今後

の就労継続意向 
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(2) ヒアリング調査 

調査対象 ： アンケート調査回答者の中から、現在の介護職としての就労状況と今後の就

労継続意向の分類に基づき対象者を選定。 
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